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ブラジルのポルトアレグレで 2001 年に始まった「世界社会フォー
ラム」は、昨年インド、ムンバイでの成功をもとに今年もポルトア

レグレで開催された（1/26-1/31）。帝国主義や先進国主導の経済グ
ローバリゼーション・新自由主義経済への反対を掲げ、150 カ国を
超える国から 13 万人以上の市民や運動団体がポルトアレグレに集
まり、およそ 1500 に及ぶ大小さまざまな「フォーラム」を開催し
た。そこでは、反戦平和、貧困、農業、環境、ジェンダー、文化、

グローバル社会に関する問題が熱心に討議された。「世界社会フォ

ーラム」は様々な顔を持つ。その巨大さゆえに、また参加者と議題

の多様性ゆえに、それが何であるのかが把握しにくい。本報告会で

は、各報告者の視点から何が起こっていたのかを観察し、その後フ

ロアーとの意見交換の場を設け、「世界社会フォーラム」の実相に迫

りたい。
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